
新
書
紹
介

路
上
観
察
学
入
門

赤
瀬
川
原
平
・
藤
森
照
信
・
南
伸
坊
・
編

筑
摩
書
房
　
Ｂ
６
判
　
三
一
六
頁
　
一
、
六
〇
〇
円

　
こ
の
本
の
背
に
三
人
の
編
者
政
名

前
が
あ
る
。
赤
瀬
川
原
平
、
藤
森
照

信
、
南
伸
坊
で
あ
る
。
そ
う
こ
の
本

は
そ
の
ス
ジ
の
本
な
の
で
あ
る
。
そ

の
ス
ジ
と
は
い
わ
ば
″
面
白
主
義
″

と
か
い
う
奴
だ
。
赤
瀬
川
は
芥
川
賞

作
家
尾
辻
克
彦
の
別
名
で
あ
り
、
美

術
家
と
し
て
も
読
売
ア
ン
デ
パ
ン
ダ

ン
展
出
品
の
「
模
造
千
円
札
」
や
街

頭
で
展
開
し
た
「
東
京
ミ
キ
サ
ー
計

画
」
と
い
う
名
称
の
イ
ベ
ン
ト
活
動

で
六
〇
年
代
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
に

デ
ビ
ュ
ー
し
た
。
南
伸
坊
の
師
で
も

あ
る
。

　
南
は
イ
ラ
ス
ト
ラ
イ
タ
ー
（
イ
ラ

ス
ト
十
エ
ッ
セ
イ
を
書
く
か
ら
こ
う

呼
ぶ
）
と
称
し
、
そ
の
軽
妙
な
語
り

口
は
若
者
に
ウ
ケ
て
い
る
。
最
近
は

あ
の
ユ
ニ
ー
ク
な
顔
を
テ
レ
ビ
で
よ

く
見
か
け
た
り
も
す
る
。
こ
の
二
人

は
。
面
白
主
義
”
の
代
表
格
で
あ

る
。
し
て
、
本
書
は
″
面
白
主
義
″

啓
蒙
の
書
な
の
で
あ
る
。
。
面
白
主

義
″
と
は
、
公
明
正
大
な
偏
狭
な
考

え
方
。
見
方
で
あ
り
特
定
の
個
人
に

の
み
か
か
わ
る
過
度
の
好
意
的
こ
だ

わ
り
と
友
好
的
態
度
、
と
い
っ
た
具

合
に
ひ
と
ま
ず
理
解
し
た
い
。

　
も
う
一
人
の
編
者
藤
森
照
信
。
彼

は
東
京
建
築
探
偵
団
と
称
す
る
学
術

集
団
で
東
京
周
辺
の
西
洋
館
（
学
術

的
に
は
明
治
初
期
か
ら
昭
和
戦
前
ま

で
に
建
て
ら
れ
た
近
代
建
築
を
い

う
）
を
十
数
年
間
も
追
い
求
め
る
建

築
史
家
で
あ
り
、
方
法
に
こ
だ
わ
る

学
者
で
も
あ
る
。
こ
の
本
は
、
藤
森

の
学
問
の
方
法
の
援
用
と
し
て
貫
か

れ
て
い
る
。
「
路
上
観
察
＝
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
」
が
そ
れ
で
あ
る
・
本

書
の
構
造
を
大
ザ
ッ
パ
に
言
え
ば
、

偏
狭
的
面
白
主
義
者
た
ち
を
「
路
上

観
察
学
」
と
い
っ
た
方
法
の
学
問
で

救
い
出
す
。
つ
ま
り
意
味
付
け
を
行

う
と
い
っ
た
も
の
だ
。

　
一
部
は
赤
瀬
川
原
平
の
芸
術
へ
の

ザ
ン
ゲ
、
藤
森
照
信
の
「
路
上
観
察

学
」
樹
立
の
た
め
の
基
調
報
告
、
二

部
は
藤
森
の
基
調
報
告
を
肉
付
け
す

る
よ
う
に
編
者
三
人
の
座
談
会
が
展

開
さ
れ
る
。
三
部
で
は
偏
狭
的
面
白

主
義
者
た
ち
八
人
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ

ー
ク
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
開
陳
し
て
い

る
。
四
部
は
路
上
観
察
学
と
同
種
の

ま
な
ざ
し
を
発
す
る
博
物
学
的
視
点

で
、
評
論
家
四
方
田
文
彦
ら
三
人
が

モ
ノ
の
見
方
、
こ
だ
わ
り
を
展
開
し

て
い
る
。

　
さ
て
本
書
は
。
面
白
主
義
”
啓
蒙

の
書
で
あ
り
、
「
路
上
観
察
学
」
樹

立
に
よ
り
偏
狭
的
面
白
主
義
者
た
ち

救
済
の
書
で
あ
る
。
。
面
白
主
義

者
”
に
つ
い
て
は
三
部
の
「
私
の
フ

ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
」
の
項
に
具
体
的

に
あ
る
。
一
体
何
を
観
察
し
て
い
る

の
か
を
見
る
と
、
お
よ
そ
世
間
一
般

で
は
？
マ
ー
ク
を
つ
け
ら
れ
て
し
ま

い
そ
う
な
モ
ノ
ば
か
り
だ
。
赤
瀬
川

原
平
は
じ
め
ト
マ
ソ
ン
観
測
セ
ン
タ

ー
に
よ
る
ト
マ
ソ
ン
物
件
の
捜
索
。

ト
マ
ソ
ン
と
は
巨
人
軍
初
の
助
っ
人

外
人
ト
マ
ソ
ン
を
語
源
と
し
、
そ
の

活
躍
か
ら
、
無
用
の
長
物
の
意
味
で

あ
り
、
こ
こ
で
は
建
築
物
ま
た
は
そ

れ
に
付
随
す
る
無
用
の
長
物
オ
モ
シ

ロ
物
件
な
の
で
あ
る
。
ま
た
藤
森
照

信
・
堀
勇
良
な
ど
東
京
建
築
探
偵
団

の
西
洋
館
探
し
、
林
丈
二
の
マ
ン
ホ

ー
ル
の
フ
タ
採
集
、
森
伸
之
の
セ
ー

ラ
ー
服
観
察
、
一
木
努
の
建
物
の
カ

ケ
ラ
採
集
な
ど
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
開
陳
さ
れ
て
い

る
。
　
ち
な
み
に
南
伸
坊
の
ジ
ャ
ン
ル
は

ハ
リ
ガ
ミ
観
察
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

研
究
の
成
果
は
そ
れ
ぞ
れ
本
に
ま
と

め
ら
れ
出
版
さ
れ
て
い
る
。
森
伸
之

の
よ
う
に
「
世
の
中
に
は
『
制
服
を

着
て
い
る
女
子
高
校
生
』
が
好
き
な

人
も
い
れ
ば
『
女
子
高
校
生
が
着
て

い
る
制
服
』
が
好
き
な
人
も
い
る
」

と
い
っ
た
、
自
分
は
断
じ
て
変
態
で

は
な
い
と
の
弁
明
も
加
わ
っ
た
も
の

も
あ
る
。
実
に
マ
ニ
ア
ッ
ク
な
世
界

で
あ
る
。
し
か
も
そ
れ
は
実
に
個
人

的
な
も
の
で
、
そ
の
視
点
・
感
覚
の

か
た
よ
り
に
妙
な
面
白
さ
を
覚
え
て

し
ま
う
。

　
と
こ
ろ
で
厳
密
に
言
え
ば
″
面
白

主
義
者
”
は
赤
瀬
川
と
南
の
二
人
で

あ
る
。
彼
ら
は
「
こ
れ
は
面
白
い
の

だ
！
」
と
認
識
し
て
い
る
面
白
主
義

の
確
信
犯
（
？
）
と
も
言
う
べ
き
で
、

認
識
し
て
い
る
が
ゆ
え
に
下
向
き
で

は
な
く
他
人
に
対
し
啓
蒙
的
に
な
っ

て
し
ま
う
の
だ
。

　
一
部
で
藤
森
は
既
成
の
ア
カ
デ
ミ

ズ
ム
を
批
判
し
つ
つ
「
路
上
観
察
学
」

の
樹
立
を
試
み
る
。
そ
し
て
「
路
上

観
察
」
の
概
念
を
四
つ
の
″
ま
な
ざ

し
″
か
ら
提
唱
す
る
。
「
紙
上
↓
路

上
」
「
観
賞
↓
観
察
」
¬
大
人
の
芸
術
｣

子
供
の
科
学
」
「
空
間
↓
物
件
」
と
。

い
わ
ば
「
生
活
者
の
ま
な
ざ
し
」
＝

椎
名
誠
い
わ
く
「
半
径
二
百
ｍ
の
視

点
」
な
の
で
あ
る
。

　
お
わ
り
に
突
然
啓
蒙
的
に
な
る
の

だ
が
…
こ
こ
で
意
味
を
も
つ
の
は
、

現
場
感
覚
と
好
奇
心
で
あ
る
。
街
を

よ
く
見
ろ
！
と
は
い
わ
ず
も
が
な
の

こ
と
で
は
あ
る
が
、
公
務
員
界
を
震

憾
さ
せ
る
〝
タ
コ
ツ
ボ
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
″
治
療
薬
と
し
て
ご
冗
気
が
で
る

好
奇
心
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
本
書
は
役
立

つ
と
思
う
の
だ
が
。
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